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沖縄県 はパ イ ン ア ッ プルの経済栽培が行われて い る Jシァグ レ腕状況 町一・ ; 
。 地域の北限に位置 し， 圏内では唯一の産地であ る。 パ + 

+ 

くし ， �酸変性土壌に も 生育す る こ と か ら ， 起伏の強い山林 る。 植え付 け時期は夏i楠H傾直は 7�8 月 ， 春植は 4�5 月 が +
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原野を開発 し面積の拡大を図 り ， 沖沖!組県2本1ドE島北部や八 適期であ る 。 同一株ででト収穫回数を重ねる と 漸次減収す :
重山地域では， 地域に お け る 主要作物 と し て位置づけ る。 栽培ザサ- イ ク /ルレ は花芽誘導技術の普及 に よ つ て， 1 I 

f ら れ， 地域経済 を支 え る か け が え の な い作物 と し て 重 株か ら 5 年間 に 3 回収穫す る 方式か ら ， 3 年間 に 2 回 ;
+ 要な役割を担っ て き た。 収穫す る 方法へ変わ り つ つ あ るo i 

+ ; パ イ ン ア y プルの特性 沖縄県農試八重山 支場の生い立 ち i 
f パイ ン ア ッ プ/レ は耐乾性の強い CAM 型植物で， 原 昭和 22 年 に 当時の八重山民政府， 蹴諜内 に研究 if 産地は， 南 ア メ リ カ の ブ ラ ジル北部 を中心 と す る地域 係 と して ， 腕地で試験業務 を 開始 し た。 そ の後， 吋
+ と いわれる。 100 以上の品種があ り ， 形態に よ っ て い 回の機構改革が行われ， 昭和 25 年 に琉球農林省発足 す
4 く つかの系統に分け ら れる 。 最 も 普及 し て い る のが 5 年に伴い， 八重山農業研究指導所 と 改称 し， 研究係 4
1 フ ラ ン ス領ギア ナ の カ イ エ ン ヌ で発見 さ れた 品種で， と 普及係 を設置， 昭和 28 年各地域で独立 し て 業務 を ;
士 業に鋸歯状の ト ゲがな く 「 ス ム ー ス ・ カ イ エ ン」 と よ 行 っ て いた農業関係試験研究機関 を統合， 那瀬市の与 i
f ばれ る 。 果実 は 円筒形で大 き く (果長 15 CI11， 果 重 儀農業研究指導所 を 中央 と し， 他を地方農業研究指導 f
t 1 ， 500 g) 多汁で繊維が少な い こ と か ら ， 缶詰用 と し 所 と し， 試験対象作物 を サ ト ウ キ ビ， パ イ ン ア ッ プル f
4 て世界中で栽指さ れ， 生食 も さ れ る 。 沖縄県で栽培 さ の二作物を重点に試験 を行 う 。 +
i れて い る N 67-10 の 品種 も こ の系統であ る 。 昭和 47 年本土復帰， 沖縄県 と な る 。 機構改革に伴 i
t 栽培 に好適 な年平均気温 は 24�260Cで， 較差が少 い沖縄県炭業試験場八重山支場 と 改称 し， そ の後， 数 ;
十 な し 降水量 は 100 111m で あ る。 排水良好な土壌で 回の組織改正が行われ， 現在 l 課 2 研究室 と なっ て い る。 ?
t pH 5�6 が最 適 で あ る。 沖 縄 県 北 部 地 域 は 冬 季 に 閤芸研究室 の 主 な 試験研究課題 と し て ， 熱帯果樹 f
+ 100C ま で温度が低下す る 年 も あ り ， 経済栽培の北限 と (マ ン ゴー， ノ マパイ ヤ， レ イ シ) の施設栽培 に よ る 連 品
; いわれる。 ま た， 1 l�3 月 ま では低温 と な り 生長が抑 年着花 (果) 技術に よ る 生産安定， わ い化栽培技術の開 4

j 
生産制立試験 と し て サ ト イ 吋定多収 Jぬ望 都行わ … ま た 野…… 高l収益 i

L叫-.......... 」 ー 一一切........11圃幽同一 ラ の前進出荷技術の確立， 花 き に お い て は熱帯花 き の +j 比咽臨選手塩温遍画面 地域適応性の検定試験 ま た 薬用植物研究開発事業 i
ì .臨画置圃置盟盟国・・・圃圃・園田 で ヒ ハ ツ モ ド キ， ボ タ ン ボ ウ フ ウ ， ア マ メ シパの栽培 3
? 開棚田園田 ・圃園開量誼園 技術の確立試験を担当 し て い る 。 一方， 作物研究室で 1
4 仁 o"，.'，..'��暗ぬ向袋吋抑糠糊撚F附ふr 戸λ~予いW 一叩咽吋町ぷ 覇掴圃圏 は， サ ト ウ キ ビの奨励品種決定， 系統適応性検定， 機 f
4 斡険ト… ? 簿議調畠櫨園圏 械剛化七ト一買作業体系技術確立， 気象関係の試験お よ び水 +; ヒヒM一~斗ι恥3覇覇 … 一 一一雌問一一等恥一の棚 一 鰍

L一 m ?づ士 古町下F蜘恥a担叩φ即附咋お官ぷ官需宮需雲閉翠盟 施 し て い る 。 地域農試 と し て ， 生産技術開発等広 い範 品

+ 沖総県段業試験場八霊山支場本館 囲 に お い て 多 く の成果が得 ら れて い る 。 Z 
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+ 沖縄県での栽培の歴史 と 現状 F彩色門竺定画家翠警 智セ夜明ヌ t誕通置轟ぺ:察機滋芸害対γ ì 号+ 沖縄県本島 へ は 明治 21 ( 1888) 年 に 朝武士干城が 3翠 r::��司・圃・臨盤談鑑証機李道三 伊均義務隣ら .�遜認・・圃盤滋綴適量緩�縄附〈 吸 不'，nl 品; 小笠原か ら 有刺紅皮種を， ス ム ー ス ・ カ イ エ ン種は昭 総一理園田機盟底 パ +i 和 2 (附 年に台湾か ら 導入 した。 そ の後， 数多 く 懇 磁調置麟調藤義レ: 誠 ; + の 品種が導入 さ れた が， 経済栽培 さ れた の は ス ム ー 燃 側議議調園田関聾麗盛緩機 遊撃選議機線機機細菌竃遺罷鑑勝機 機誉議 + 
+ ス ・ カ イ エ ン種だ け で あ っ た。 本格的 な栽培 は昭和 欝鱗懇7発 議過聾盟国 瀦薗醒睡畿幾ゑ 内 務経鍵 + ; 10 ( 1 935) 年か ら 八重山地域で始 ま り ， 3 年後に缶詰 総 イ 潮騒園5際競際委設 吋 :仁 ; ; 工場が 設立 さ れ 日 本 本 土 へ 出 荷 が行 わ れ た。 昭 和 際 刊で藩謹_111欝総 持 j f 16 ( 1941 ) 年仰洋戦争に よ り ， 資材の入手難 と 食 """'" ーか寝鴨持駒ヴ二j ・E UJ; 糧作物への転換命令に よ り 八重山のパイ ン ア ッ プル産 左 : 現在の裁培品種 N 67 10， ; 
f 業 は壊滅 し た が， 戦後に 同地で ス ム ー ス ・ カ イ エ ン種 右 : 生食用品種 ポ ゴ ー ノレ + 

+ + の増殖が行わ れ， 昭和 27 ( 1952) 年 に 加工工場が再 + ; 建 さ れた。 一方， 沖縄県本島北部へ は玉井抱次郎が昭 こ こ 数年， 八重山地域では果実病害であ る 花糊が ;
; 和 26 (即) 年 に 八重 山 よ り ス ム ー ス ・ カ イ エ ン種 異常発生 し問題に な り ， 県農試に花樟病対策チ ー ム を j
i 苗を導入 し て本格的に栽培を始めた。 設置 し て調査お よ び、分析 を実施 し原因究明 を行っ た。 ; 
十 昭和 28 ( 1953) 年 に八 重 山 か ら パ イ ン缶詰が 日 本 花樟病の病原菌は， 花か ら 胎座に感染 し， 果肉 は硬化 す
+ 本土に初輸出 さ れ， パ イ ン ア ッ プjレ産業の幕開 け と な し で も ろ く ， 褐色な い し黒褐色 を呈す る 。 外観に よ る 4; っ た。 日 本政府の淵パ イ ン ア ッ プル栽培に対す る 保 識別 は困難であ る 。 従来は 自 然夏実の収穫始め の果実 ;
; 護策が と ら れ， 栽培面積が漸増 し 昭和 44 ( 1969) 年 に発生が認め ら れ る が， 秋実収穫果実 に お い て も 花樟 ;
; に は 4 ， 997 ha， 肌 O仙 の 生産量 に な り ， サ ト ウ キ 病が多発 した。 花樟病は果実が大 き し 酸度が低 く ， f 
i ビ に 次 ぐ 産 業 に 発展 し た。 そ の 後， 昭和 49 ( 1974) 窒素過多の栽培に よ る 果実で多発す る 病害であ る と い ;
+ 年の石油 シ ョ ッ ク に よ る 経済不況に よ り 缶詰需要が減 われて い る 。j 少 し， 農家 の 生産意欲 が低下 し そ の 年 に …o 現地実態調査では， 葉の窒素含量 と 花樟病の発生， j ; ha， 37 ， loo t に減少 した。 国 と 県の振興策 に よ り 昭和 葉の カ リ 含♀ と 肉質 と の関係に正の高い相関関係が認 ;
� 56 ( 1981 ) 年 に は 2 ， 900 胤 58 ， 1仙 ま で 増 加 し た め ら れ， 株の窒素含量が高 く な る と 花樟病の発生が多 ?
? が， そ の後の円高に よ り ， 缶詰の輸入が急増 し， 沖縄 く ， カ リ 合主が高 く な る と 肉質が悪 く な る 。 八重山地 +
+ 県 の缶詰生産 に 著 し く 影響 し た。 栽培面積 と 生産量 域にお け る 花樟病の異常発生は， 果実肥大 を重視 し た 品; は， 生産者の高齢化， 他作物 と の競合な ど に よ り 減少 栽培に原因があ る も の と 考 え ら れ る 。 そ こ で， 果実肥 3; 傾向 に あ る 。 平成 7 ( 1995) 年 は 1 ， 123 胤 24 ， l31 t 大 と 病果発 生 と の 関係 を 明 ら か に す る た め， 平 成 ;
; の生産量であ る 。 7 ( 1卯5) 年か ら 夏実， 秋実栽培圃場に， 花樟病実証 ?
? パ イ ン ア ッ プル は植物調節剤 (エ チ レ ンや ア セ チ レ 展示圃事業 を実施 し た と こ ろ ， 実態調査 と 同様な結果 +
+ ン) に よ る 花芽誘導処理 に よ っ て周年収穫 も 可能であ で， 窒素過多 の状態 に栽培す る と 花樟病が多発 し た o + ; る が， 収穫期 に よ っ て著 し い品質差が認め ら れ る。 す 現在の加工用ノ f イ ン ア ッ プルの買 い上げは， 果実の果 ;
; な わ ち ， 7�9 月 に収穫 さ れ る 自 然夏実 は糖度が高 く ， 径の大 き さ で等級 と 価格が違 う ので農家側 と し て は果 ;
; 酸度が低 く ， 品質良好な 果実が生産 さ れ， 4�5 月 に 実の大 き い ほ う が有利で あ る 。 i f 収穫 さ れ る 春実 も 品質 は比較的良 い。 し か し， 1O�3 そ こ で， 缶詰用 と し て の適正果実生産の た め の指導 +
+ 月 に 収穫 さ れ る 秋実 と 冬実 は糖度が低 く ， 酸度が高 お よ び規格の見直 しが検討 さ れて い る 。 +
4 い， ま た， 夏実の早期出荷は小果分化期か ら 果実肥大 沖縄県果樹振興計画 の 平成 12 (2000) 年 の 目 標 は :; 期 に か け て 冬春季の低温に あ う た め果実が小 さ し 奇 栽 培 面 積 2 ， 000 ha， 生 産 量 51 ， 000 t ( 缶 詰 用 が j
i 形果や裂果の発生が多 く 生果の商品性が皆無であ り 27 ， 900 t， 生食用 が 23 ， 100 t) で あ る 。 今後， 沖縄県 十
t 5�7 月 を収穫 目 標 に し た 栽培は不可能 と さ れ て い た のパ イ ン ア ッ プル振興に は加工用 と 生食用の安定供給 +
+ が， 花芽誘導処理 と 冬春季か ら の ビニjレハ ウ ス に よ る が必要であ る。 生食用への生産振興 を図 る た め に は， + 
4 保温は， 奇形果や裂果の発生防止効果がみ ら れ， 果実 生食用品種を組み入れた栽培が必要で， そ れ
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